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1.アピールポイント 

放射線の種類と影響を小学生であってもゲーム

感覚で学べる体験型の教材。 

目に見えない放射線を可視化し、分かりやすく楽

しめる。 

2.背景・目的 

放射線は目に見えないため、イメージすることが

難しい。身近な素材を教材にし、放射線の種類や

人体への影響を小学生にも分かりやすく理解し

てもらうことを目的とする。 

3.内容 

コロコロクラッシャーはボーリングを応用して

ボーリングの球を放射線、ボーリングのピンを人

体への影響に見立てるものである。ボーリングを

利用して放射線の種類と影響についてわかりや

すく再現して説明とともに体験してもらう。 

①放射線の種類について 

材料:ボーリングのピン(プラスティック製)、放

射線に見立てたボール 

仕組み:うまく再現できそうな粒子いくつかにつ

いて比較しながら特徴を伝える。 

    粒子の特徴に合わせてボールの重さなど

を変化させたものをいくつか用意し、そ

のボールで実際にボーリングをしてもら

い、倒したピンの数だけ人体が放射線に

よる影響を受けているとする。種類の異

なるボールを投げてもらうことで、放射

線の種類によって人体に与える影響が異

なることを伝える。 

②放射線の影響について 

材料:ボーリングのピン(プラスティック製)、放

射線に見立てたボール、がん細胞に見立てた

ピン(1 本)、閾値の目安を一覧にしたもの 

仕組み:確率的影響と確定的影響をそれぞれ説明

するために一人あたり二回ボールを投げ

てもらう。一回目で確定的影響し、ボール

1ピンを 1Gyとして倒した数のピンだけ影

響を受けたとする。線量ごとに人体に起き

る影響を一覧にしておく。 

   確率的影響については 1 ピンだけをがん

細胞とし、ボールを投げてがん細胞に見立

てたピンに当たった場合、がんになったと

する。 

   また、放射線のエネルギーによって変わる

人体への影響を説明するために、ボールを

傾斜角度の異なる滑り台から投げる。傾斜

が大きくなるほどピンの倒れる数が多く

なることを利用して、人体への影響が大き

くなることを表す。 

４．まとめ 

 放射線はよく耳にする単語であるが、種類や影

響について知らない人も多いと思う。そこで、馴

染みのあるボーリングを使って簡単に表現した。

合わせて、放射線についてよく知らない人でもボ

ーリングを題材にすることで放射線の種類や影

響を参加する形で視覚的に分かり易くなる。身近

なものを用いているため、子供達が自ら工作して

再現することが可能であると考える。 


